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粉体工学会は，2026年に創立 70周年を迎える。長い
歴史の中で，学会が果たす役割は，基本的には変わらな
いまでも，その重心の置き方は時代を反映し移り変わっ
ていると考えられる。この移り変わりを踏まえて，今社
会が求めている今後の粉体工学会像を浮き彫りにするた
めに，ここで一考したいと思う。

HPにある粉体工学会の概要をみると，先ず粉体工学
について「粉体工学とは “ 粉 ” に関する研究や技術の開
発を行う学問分野です。粉体の物理的・化学的基礎特性
の研究と，粉体に関する工学的試験・計測，それを基礎
とした粉体の製造，処理操作と装置などを対象としてい
ます。」とある。2000年にアメリカの大統領演説に端を
発した国家的ナノテクノロジー・イニシアティブによっ
て，粉体工学の範疇はナノレベルまで広がり，粉体工学・
技術はナノ粒子の製造やハンドリングを牽引する役目を
担った。また，コロナ禍においては，ウィルスをナノ粒
子と捉えることで粉体工学の課題と認識し，飛散予測や
防止対策にエアロゾルならびに粉体工学の知識が大きく
貢献したことは言うまでもない。このように，各時代に
おいて粉体工学の知識と研究成果は，社会にその重要性
を示してきたと言える。しかし，時代の変遷の中で，粉
体工学の存在は時折認知されてきたものの，これまでの
様々分野の研究をみると，粒子合成や粉体流動，凝集・
分散，粉体の成形を行っているにもかかわらず，必ずし
も粉体工学の視点で検討しているわけではなく，よりよ
いものづくりにつながっていないように思う。学会とし
ては，現在対象としている医薬品，化粧品，セラミック
スなどの分野をさらに広げ，今以上に粉体工学の啓蒙を
進め，各分野との連携を促すことで，新しい研究テーマ
を発掘できる場を提供できるのではないだろうか。
視点を変えて会員側から学会を見たとき，特に企業会

員の皆様が期待する項目の一つにリカレントやリスキリ

ングがあるのではないだろうか。学会活動を通じて，新
しい情報を入手し，自社製品の開発・研究を行うことは，
学会に参加する大きな理由であることは当然なのかもし
れないが，新入社員教育や学び直しにより視座を高め，
業務の効率化を図る場として利用することもあるだろ
う。所属部署からの推奨で学会に参加することが多いの
かもしれないが，リカレントやリスキリングは本来自身
の欲求に基づく行動であるべき事柄であり，自己改革を
するチャンスであろう。その意味で学会は，会員企業に
お勤めの方にも，個人としての自由度が持てる機会を提
供してもよいのかもしれない。経済産業省はリスキリン
グに関する支援として「リスキリング提供」などを実施
しており，リスキリングを通じたキャリアアップ支援事
業第 5次公募が先日終了したばかりである。国としても
これからは個々人が様々なスキルを身につけるべき時代
と捉え，人材不足を多様性でカバーしようと試みている
ように思える。人材不足を前提としたDX時代において，
男女，年齢問わず，また文系理系出身にかかわらず，デ
ジタル技術の力を使いながら価値を創造できるようにな
ることが望まれ，企業戦略として未来志向，10年後の
社会を想定したリスキリングが必要となる。そこに是非
とも学会を利用いただきたい。
現在，粉体工学会では特に企業会員に向けた本部行事
として “ 粉体塾 ” を開催している。この塾では参加者を
少人数に限定し，粉体工学の最も基礎的なところに焦点
を当てて，アットホームな環境で講義ならびに討論を行
う場である。少人数による講師と受講生との質疑応答，
その後の情報交換会を通じて，受講生に，粉体技術を使
いこなし，イノベーションを生み出すための基盤を提供
することを目指すものである。その他，粉体工学の先端
研究に関する情報収集の場として，本部行事（春期なら
びに秋期研究発表会，夏期シンポジウム，技術討論会）
があり，加えて 1つの部会，5つの地方談話会，8つの
研究会，2つのワークショップがあり，それぞれの分野
における最新のトピックスについて議論し，交流する場
を提供している。
粉体工学は，ミクロからマクロレベルまで，また，医
薬品から土木，気象，延いては宇宙の現象にまで横断で
きる稀有な，また魅力的な学問である。是非ともこの価
値を，もっと皆さんと共有したいものである。
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